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修
士
課
程
総
代
と
学
部
総

代
に
尾
池
守
学
長
か
ら
学
位

記
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い

て
、
川
島
記
念
学
術
賞
の
９

人
に
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
た
。

　
尾
池
学
長
は
式
辞
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え

て
学
位
を
取
得
し
た
学
生
た

ち
を
た
た
え
た
後
、「
ゼ
ミ

や
卒
業
研
究
を
通
じ
て
、
自

分
な
り
の
最
善
の
答
え
を
見

い
だ
す
方
法
を
身
に
つ
け
た

こ
と
と
思
う
。
大
学
で
の
学

び
を
生
か
し
、
社
会
の
諸
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
大
学
院
修
了
生
を
代
表
し

て
阿
部
美
奈
さ
ん
（
経
営
学

研
究
科
経
営
学
専
攻
）、
学

部
卒
業
生
を
代
表
し
て
阿
部

拓
登
さ
ん
（
人
間
学
部
人
間

文
化
学
科
）
が
謝
辞
を
述
べ

た
。
な
お
、
大
学
院
生
の
謝

辞
は
工
藤
拓
登
さ
ん
（
理
工

学
研
究
科
生
命
科
学
専
攻
）

が
代
読
し
た
。

　
阿
部
拓
登
さ
ん
は
、
今
後

直
面
す
る
世
の
中
の
変
化
や

困
難
に
触
れ
、「
私
た
ち
に
は

社
会
を
担
う
責
任
が
あ
る
。

自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動

す
る
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
態

度
を
と
り
続
け
た
い
」
と
力

強
く
誓
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
た
く
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☞

2023年度学位記授与者数

大
　
学
　
院

研究科 専攻 人数

理
工
学

修 士
課 程

物 質 工 学 １
生 命 科 学 ４

博士後期
課 程

物質機能工学 ―
生命環境科学 ―

小　　計 ５

経
営
学

修士課程 経 営 学 １
博士後期
課 程 経 営 学 ―

小　　計 １
合　　計 ６

学
　
部

学 部 学科 人数

理 工

食 環 境 12
生 物 科 58
機 械 工 28
情報電子工 39
小 計 137

経 営 経 営 115

人 間
人 間 文 化 31
人 間 教 育 34
小 計 65

合　計 317
※学期末卒業者を含みます。

川島記念学術賞受賞者
　
学
術
の
分
野
で
顕
著
な

成
績
を
収
め
た
学
生
に
対

し
、
卒
業
に
あ
た
っ
て
授

与
さ
れ
る
「
川
島
記
念
学

術
賞
」
の
２
０
２
３
年
度

受
賞
者
は
理
工
学
部
４

人
、
経
営
学
部
３
人
、
人

間
学
部
２
人
の
計
９
人
。

　
※
学
科
に
続
い
て
所
属

　
研
究
室
・
ゼ
ミ
、出
身
校
。

◆
理
工
学
部

髙
橋

由
樹
さ
ん

学
部
総
代
・
機
械
工
学
科
、

高
橋
智
研
究
室
、
秋
田
県

横
手
城
南
高

佐
藤

愛
莉
さ
ん

食
環
境
学
科
、
山
崎
達
也

研
究
室
、
山
形
県
寒
河
江

高應
家

葵
さ
ん

生
物
科
学
科
、
根
本
智
行

研
究
室
、
岩
手
県
岩
泉
高

鈴
木

桃
太
さ
ん

情
報
電
子
工
学
科
、
木
村

健
司
研
究
室
、
福
島
県
会

津
学
鳳
高

◆
経
営
学
部

松
本

悠
乃
さ
ん

学
部
総
代
・
経
営
学
科
、

庄
子
真
岐
ゼ
ミ
、
岩
手
県

専
修
大
学
北
上
高

渋
谷

祐
気
さ
ん

経
営
学
科
、
岡
野
知
子
ゼ

ミ
、
宮
城
県
石
巻
商
業
高

泉
田

く
る
み
さ
ん

経
営
学
科
、
庄
子
真
岐
ゼ

ミ
、
岩
手
県
専
修
大
学
北

上
高

◆
人
間
学
部

阿
部

拓
登
さ
ん

謝
辞
・
人
間
文
化
学
科
、

大
縄
道
子
ゼ
ミ
、
青
森
県

田
名
部
高

遠
藤

わ
か
な
さ
ん

学
部
総
代
・
人
間
教
育
学

科
、
永
山
貴
洋
ゼ
ミ
、
宮

城
県
石
巻
西
高

定
年
教
員

　
長
年
に
わ
た
り
研
究
や
学

生
の
指
導
に
力
を
尽
く
さ
れ

た
教
員
３
人
が
今
春
、
定
年

退
職
さ
れ
る
。

※
氏
名
、所
属
学
科
、主
な
担

当
、主
な
役
職
、在
職
年
数
。

【
理
工
学
部
】

高
崎

み
つ
る
教
授

生
物
科
学
科
、「
水
質
環
境

工
学
」、
学
生
部
長
、
35
年

泉

正
明
教
授

機
械
工
学
科
、「
設
計
法
」、

学
生
部
長
、
21
年

【
経
営
学
部
】

大
坂

良
宏
教
授

経
営
学
科
、「
企
業
論
」、
教

務
委
員
会
委
員
長
、
24
年

　

４
年
次
生
に
、
本
学
で
の
日
々
や
就
職
活
動
、

今
後
の
目
標
な
ど
を
聞
い
た
。

４
年
次
生
に
聞
く

　
専
大
北
上
高
時
代
に
高
大
連
携
授
業

な
ど
を
受
け
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
石

巻
専
大
は
入
学
前
か
ら
な
じ
み
の
あ
る

場
所
で
し
た
が
、
実
際
に
４
年
間
を
過

ご
す
な
か
で
充
実
し
た
学
修
内
容
や
就

職
支
援
を
経
験
し
、
と
て
も
魅
力
的
な

大
学
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
学
業
面
で
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
の

は
ゼ
ミ
活
動
。
観
光
を
テ
ー
マ
に
し
た

庄
子
真
岐
ゼ
ミ
は
、
実
践
的
な
学
び
を

特
徴
と
し
、
ゼ
ミ
生
同
士
で
協
力
し
て

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
に

挑
戦
。
相
手
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る

大
切
さ
や
、
周
囲
と
連
携
し
て
物
事
を

作
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

卒
業
研
究
で
は
、
ク
チ
コ
ミ
の
観
点
か

ら
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。

　
学
業
以
外
で
は
、
接
客
業
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
向
上
心
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
力
な
ど

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験

か
ら
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
生
か
せ

る
職
業
に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
就
職
活
動
で
は
ホ
テ
ル
業
界
を

志
望
。
自
己
分
析
を
し
っ
か
り
と
行
っ

た
こ
と
で
、
自
身
の
強
み
を
十
分
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
、
心
か
ら
の
お
も
て
な
し

や
癒
や
し
の
空
間
を
提
供
で
き
る
ホ
テ

ル
業
界
で
、
自
分
の
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

思
い
や
り
や
心
配
り
を
形
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
岩
手
県
専
修
大
学
北
上
高
、
内
定

先

㈱
オ
ー
ク
ラ

ニ
ッ
コ
ー

ホ
テ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〉

お客様に心からのおもてなしを

松
本

悠
乃
さ
ん

経
営
学
部
経
営
学
科

ま
し
さ
を
身
に
つ
け
た
卒
業

生
た
ち
は
、
恩
師
や
友
人
と

の
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
も
、

凜
と
し
た
表
情
で
学
び
舎
か

ら
飛
び
立
っ
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
石
巻
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
卒
業
を

祝
う
会
」
が
４
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
、
卒
業
生
た
ち
は
仲
間

や
恩
師
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。

　
２
０
２
３
年
度
の
学
位
記
授
与
式
が
３
月
20
日
、
本
学
体
育

館
で
行
わ
れ
た
。
多
く
の
保
護
者
や
来
賓
が
見
守
る
な
か
、
大

学
院
修
了
生
、
学
部
卒
業
生
合
わ
せ
て
３
２
３
人
が
、
希
望
を

胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

２
０
２
３
年
度
学
位
記
授
与
式

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
が
進
む
石
巻
市
の
取
り
組

み
を
振
り
返
り
、
未
来
を
展

望
す
る
公
開
講
座
「
石
巻
で

学
ぶ
」
が
３
月
16
日
、
専
修

大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初

開
催
さ
れ
た
。
人
間
学
部
３

年
次
の
佐
藤
陸
さ
ん
（
宮
城

県
迫
桜
高
）、経
営
学
部
の
庄

子
真
岐
教
授
、
理
工
学
部
の

梅
山
光
広
教
授
、
阿
部
知
顕

教
授
が
登
壇
し
、
約
１
３
０

人
の
参
加
者
と
と
も
に
未
来

志
向
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
た
。

　「
１
部

復
興
の
記
録
」
で

は
、
み
や
ぎ
東
日
本

大
震
災
津
波
伝
承
館

（
石
巻
市
）で
解
説
員

と
し
て
活
動
す
る
佐

藤
さ
ん
が
、
被
災
経

験
や
解
説
員
の
仕
事

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
小
学
２
年
の
と
き
に
宮
城

県
栗
原
市
に
あ
る
学
校
の
体

育
館
で
被
災
し
た
佐
藤
さ
ん

は
、「
災
害
に
つ
い
て
経
験
し

た
こ
と
や
知
っ
た
こ
と
を
周

囲
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
も

伝
承
の
一
つ
の
形
」
と
話
し

た
。
ま
た
、
解
説
員
の
や
り

が
い
を
語
り
、「
自
分
の
解
説

が
誰
か
の
助
け
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
ま
と
め
た
。

　
２
部
で
は
、
石
巻
の
現
在

と
未
来
を
テ
ー
マ
に
庄
子
教

授
と
梅
山
教
授
が
講
演
。
学

生
や
地
域
の
方
と
と
も
に
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
活
動

や
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
。

石
巻
で
学
ぶ
意
義
と
し
て
、

実
践
の
場
が
あ
る
こ
と
を
挙

げ
た
。
３
部
で
は
、
阿
部
教

授
の
進
行
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
防

災
に
お
け
る
大
学
の
役
割
」

や「
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
」
な
ど
の
質
問
に

３
人
が
答
え
た
。

語り部と解説員の違い

を説明した佐藤さん

多くの方が来場した公開講座

公開講座「石巻で学ぶ」

未来のまちづくり考える
専大・神田キャンパスで開催

３２３人 凜と学窓飛び立つ３２３人 凜と学窓飛び立つ
学びを社会の問題解決に学びを社会の問題解決に

「自ら考え、判断し、行動する人に」

と決意を述べた阿部さん

尾
池
学
長
（
右
）
か
ら
総
代
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た

４
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た

卒
業
を
祝
う
会

晴れ着で大学生活最後の思い出作り
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